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福井市との包括的な連携に関する協定締結
地域活動実践センター長　重 村　幹 夫
福井市との包括連携事業
　平成 27年 5月 18日、福井市役所庁議室において、
福井市と本学が「福井市と仁愛女子短期大学との包括
的な連携に関する協定書」を交わしました。これは、
市の施策の推進及び地域の課題解決、まちづくり、食
と健康、子育て支援等の分野において相互に協力し、
地域の発展と人材育成に寄与することを目的とするも
のです。
１．締結に至った背景
　本学は、地元森田のご理解とご協力の元に開学し、
以来様々な場面で活発な交流が行なわれてきました。
平成 17年には本学生活環境教員と学生が森田地区の
将来ビジョンの策定支援を行い、生活科学科教員と学
生が具体的なまちづくり活動を支援してきました。こ
のような交流を重ねた結果、双方の課題や期待が明ら
かにされ、平成 22年に「森田地区まちづくり協議会
と仁愛女子短期大学との連携に関する協定書」の協定
締結に至りました。
　このような活動を踏まえ、本学においては活動地域
の拡大、活性化を目指すため、福井市との協定締結を
進めていくことになりました。締結時期は、本学が
50周年を迎える平成 27年度を目標としました。
協定締結のため、福井市、本学双方からなる連絡協議
会による事務レベル協議を平成 26年 11月 27日、平
成 27年 1月 30日、2月 20日に実施しました。協議
の中で、双方の各部局から上がった要望の調整を行な
い、27年度の実施予定事業や、協定書の内容の検討
を行いました。
２．協定締結の様子とその内容
　協定の締結は福井市役所庁議室において行なわれま
した。福井市からは、東村市長、山田副市長ら 4名が、
本学からは、禿学長、水岸副学長ら 4名が出席され
ました。
　双方の挨拶、歓談のあと、東村市長と禿学長が協定
書にサインし、握手を交わしました。東村市長は、「短
大の持っている専門知識や研究機能を市政に生かし
て、活力ある地域社会の形成につながれば」と期待を
述べられました。禿学長は、「女子学生ならではの視
点を持ち、連携活動に参加することは社会人の基礎づ
くりになる。より良い社会環境の構築にもつながり意
義がある」と話されていました。
３．今後の連絡協議会運営について
　協定締結後、連絡協議会による事務レベル協議を 9
月と 2月頃の年 2回実施することにしました。27年
度は、継続事業として、「フクイ夢アート関連事業」、「地
域の誇り推進事業」、「市民憲章ホームページ作成事業」
等が、新規事業として、「ボランティア団体等のWEB
サイト制作」、「学生アンケートによる福井志向に関す
る調査・分析事業」、「輝く女性の未来予想図事業」等
を実施しました。詳しくは、福井市との包括連携事業
の各項をご覧ください。
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〈協定書の内容〉
福井市と仁愛女子短期大学との包括的な連携
に関する協定書
　福井市と仁愛女子短期大学は、相互の包括
的な連携に関し、次のとおり協定（以下「本
協定」という。）を締結する。
（目的）
第１条　本協定は、福井市と仁愛女子短期大
学（以下「両者」という。）が、包括的な連携
の下に、相互に協力し、地域社会の発展と人
材の育成に寄与することを目的とする。
（連携事項）
第２条　両者は、前条の目的を達成するため、
次の事項について連携する。
（１）市の施策の推進及び地域の課題解決に関
すること。
（２）地域振興を担う人材の育成に関すること。
（３）まちづくりに関すること。
（４）食と健康に関すること。
（５）子ども・子育て支援に関すること。
（６）その他、目的を達成するために必要な事
項に関すること。
（連絡協議会）
第３条　両者は、連携事項の円滑な推進を図
るため、連絡協議会を設置する。
２　連絡協議会に関し必要な事項は、別に定
める。
（有効期間）
第４条　本協定の有効期間は、協定締結の日
から２年間とする。ただし、両者のいずれか
らも異議の申し立てがない場合は、さらに２
年間有効とし、その後も同様とする。
（その他）
第 5条　以下略
福井新聞　平成27年 5月 19日
協定締結の様子
